
１

次
の
文
の
中
か
ら
比
喩

ひ

ゆ

の
部
分
を
見
つ
け
て
線
を
引
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
比
喩

の
種
類
を
、
あ
と
の
ア
～
ウ
か
ら
選
び
、
記
号
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

①

彼
は
ラ
イ
オ
ン
の
よ
う
に
走
っ
て
い
た
。

（

）

②

あ
の
子
は
人
形
み
た
い
に
か
わ
い
い
ね
。

（

）

③

雨
が
降
ら
ず
、
ま
る
で
砂
漠

さ

ば

く

の
よ
う
だ
。

（

）

④

人
生
は
航
海
だ
。

（

）

⑤

山
が
笑
っ
て
い
る
。

（

）

ア

直
喩

イ

隠
喩

い

ん

ゆ

ウ

擬
人
法

２

次
の
文
中
で
使
わ
れ
て
い
る
表
現
技
法
は
何
で
す
か
。
あ
と
の
ア
～
ウ
か
ら
選
び
、

記
号
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

①

静
か
さ
や
岩
に
し
み
い
る
蝉
の
声

（

）

②

彼
は
遠
い
遠
い
国
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

（

）

③

歩
い
て
い
く
、
ど
ん
な
困
難
に
遭 あ

お
う
と
も
。

（

）

④

空
に
飛
び
立
つ
鳥
。

（

）

⑤

そ
れ
は
小
さ
な
小
さ
な
花
で
し
た
。

（

）

ア

体
言
止
め

イ

倒
置
法

ウ

反
復
法

国
語

八
―
一

中
学
校
第
一
学
年
の
内
容 

表
現
技
法
①

年

組

番

名
前

取
り
組
ん
だ
日 

月

日



 ◎
次
の
文
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
表
現
技
法
は
何
で
す
か
。
あ
と
の
ア
～
キ
の
中
か
ら

選
び
、
記
号
で
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 

 

① 

歩
い
て
い
く
、
ど
ん
な
困
難
に
遭 あ

お
う
と
も
。 

 

（ 
 

 
 
 

） 

② 

あ
の
人
は
鬼
だ
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

（ 
 

 
 
 

） 

③ 

彼
女
の
歌
声
は
ま
る
で
波
の
よ
う
だ
っ
た
。 

 
 

（ 
 

 
 
 

） 

④ 

あ
な
た
は
天
使
だ
。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
（ 
 

 
 
 

） 

⑤ 

帰
っ
て
き
た
よ
、
彼
が
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

（ 
 

 
 
 

） 

⑥ 

海
が
怒
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 
 

 
 
 
 

） 

⑦ 

大
き
な
大
き
な
お
城
が
あ
り
ま
し
た
。 
 
 
 

 

（ 
 

 
 
 

） 

⑧ 

自
分
の
意
志
を
貫
く
、
誰
に
反
対
さ
れ
よ
う
と
。 

（ 
 

 
 

 

） 

⑨ 

教
室
か
ら
聞
こ
え
る
男
の
子
た
ち
の
声
。 

 
 

 

（ 
 

 
 

 

） 
 

⑩ 

雲
が
泣
い
て
い
る
。 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

（ 
 

 
 

 

） 

 

ア 

体
言
止
め 
 

イ 

倒
置
法 

 

ウ 

反
復
法 

 

エ 

省
略
法 

オ 

直
喩 
 
 

 

カ 

隠
喩

い

ん

ゆ 
 
 

キ 

擬
人
法 

国
語 

八
―
二 

 
中
学
校
第
一
学
年
の
内
容 

表
現
技
法
② 

 

 
 
 
 
 
 

年 
 
 
 

組 
 
 
 

番 

名
前 

取
り
組
ん
だ
日 

 
 

月 
 
 

日 



  

次
の
文
中
の
擬
音
（
声
）
語
・
擬
態
語
の
部
分
に
線
を
引
き
ま
し
ょ
う
。 

 

① 

雨
が
ザ
ー
ザ
ー
降
っ
て
き
た
。 

 

② 

ス
ズ
メ
が
チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
鳴
い
て
い
る
。 

 

③ 

壁
を
ど
ん
ど
ん
た
た
く
音
が
す
る
。 

 

④ 

穴
の
中
に
、
手
が
す
る
り
と
入
っ
た
。 

 

⑤ 

お
む
す
び
が
、
こ
ろ
こ
ろ
と
転
が
っ
て
い
き
ま
し
た
と
さ
。 

 

⑥ 

子
犬
が
ワ
ン
ワ
ン
と
鳴
い
て
い
る
。 

 

 

⑦ 

糸
を
ピ
ー
ン
と
張
る
。 

 

⑧ 

雲
が
ふ
わ
ふ
わ
と
た
だ
よ
っ
て
い
る
。 

 

⑨ 

目
の
前
が
ぐ
る
ぐ
る
と
回
る
よ
う
だ
っ
た
。 

 

⑩ 

北
風
が
ぴ
ゅ
ー
ぴ
ゅ
ー
吹
い
て
い
ま
す
。 

 

国
語 

八
―
三 

 
中
学
校
第
一
学
年
の
内
容 

表
現
技
法
③ 

 

 
 
 
 
 
 

年 
 
 
 

組 
 
 
 

番 

名
前 

取
り
組
ん
だ
日 

 
 

月 
 
 

日 



  

次
の
文
を
指
示
通
り
に
書
き
直
し
ま
し
ょ
う
。 

 

倒
置
法
を
使
う 

① 

そ
ん
な
こ
と
は
、
や
め
ろ
。 

 
 
 

 

（ 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

） 

② 

遊
園
地
へ
行
こ
う
よ
。 

 
 

 
 
 

 

（ 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

） 

③ 

東
京
に
、
明
日
帰
る
よ
。 

 
 

 
 

 
（ 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

） 

 

直
喩
で
表
現
す
る 

④ 

山
が
笑
っ
て
い
る
。 

 
 
 

 
 
 

 

（ 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

） 

⑤ 

海
が
怒
っ
て
い
る
。 

 
 
 

 
 
 

 

（ 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

） 

⑥ 

彼
女
は
僕
の
女
神
だ
。 

 
 

 
 

 
 

（ 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

） 

 

隠
喩

い

ん

ゆ

で
表
現
す
る 

⑦ 

君
は
ま
る
で
太
陽
の
よ
う
だ
。 

 
 

 

（ 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

） 

⑧ 

そ
こ
は
ま
る
で
楽
園
の
よ
う
だ
っ
た
。 

（ 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

） 

 

体
言
止
め
に
す
る 

⑨ 

あ
の
人
の
声
は
と
て
も
大
き
い
。 

 
 

（ 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

） 

⑩ 

彼
女
の
笑
顔
は
と
て
も
す
て
き
だ
。 

 

（ 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

） 

国
語 

八
―
四 

 
中
学
校
第
一
学
年
の
内
容 

表
現
技
法
④ 

 

 
 
 
 
 
 

年 
 
 
 

組 
 
 
 

番 

名
前 

取
り
組
ん
だ
日 

 
 

月 
 
 

日 



  

１ 

次
の
文
の
中
か
ら
比
喩

ひ

ゆ

の
部
分
を
見
つ
け
て
線
を
引
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、 

比
喩
の
種
類
を
、
あ
と
の
ア
～
ウ
か
ら
選
び
、
記
号
で
書
き
ま
し
ょ
う
。 

① 

彼
は
ラ
イ
オ
ン
の
よ
う
に
走
っ
て
い
た
。 

（ 

ア 

） 

② 

あ
の
子
は
人
形
み
た
い
に
か
わ
い
い
ね
。 

（ 

ア 

） 

③ 

雨
が
降
ら
ず
、
ま
る
で
砂
漠

さ

ば

く

の
よ
う
だ
。 

（ 

ア 

） 

④ 

人
生
は
航
海
だ
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

（ 

イ 

） 

⑤ 

山
が
笑
っ
て
い
る
。 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
（ 
ウ 

） 

 

ア 

直
喩 

 

イ 

隠
喩

い

ん

ゆ 
 

ウ 

擬
人
法 

 ２ 

次
の
文
中
で
使
わ
れ
て
い
る
表
現
技
法
は
何
で
す
か
。
あ
と
の
ア
～
ウ
か
ら
選

び
、
記
号
で
書
き
ま
し
ょ
う
。 

① 

静
か
さ
や
岩
に
し
み
い
る
蝉
の
声 

 
 

 
 

 

（ 

ア 

） 

② 

彼
は
遠
い
遠
い
国
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 
 

（ 

ウ 

） 

③ 

歩
い
て
い
く
、
ど
ん
な
困
難
に
遭 あ

お
う
と
も
。 

（ 

イ 

） 

④ 

空
に
飛
び
立
つ
鳥
。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

（ 

ア 

） 

⑤ 

そ
れ
は
小
さ
な
小
さ
な
花
で
し
た
。 

 
 
 
 

（ 

ウ 

） 

 

ア 

体
言
止
め 

 

イ 

倒
置
法 

 

ウ 

反
復
法 

国
語 

 

八
―
一 

 
中
学
校
第
一
学
年
の
内
容 

表
現
技
法
① 

 

 
 
 
 
 
 

年 
 
 
 

組 
 
 
 

番 

名
前 

取
り
組
ん
だ
日 

 
 

月 
 
 

日 



 

◎
次
の
文
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
表
現
技
法
は
何
で
す
か
。
あ
と
の
ア
～
キ
の
中
か

ら
選
び
、
記
号
で
書
き
ま
し
ょ
う
。 

 

 

① 

歩
い
て
い
く
、
ど
ん
な
困
難
に
遭 あ

お
う
と
も
。 

 

（ 
 

イ 
 

） 

② 

あ
の
人
は
鬼
だ
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

（ 
 

カ 
 

） 

③ 

彼
女
の
歌
声
は
ま
る
で
波
の
よ
う
だ
っ
た
。 

 
 

（ 
 

オ 
 

） 

④ 

あ
な
た
は
天
使
だ
。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
（ 
 

カ 
 

） 

⑤ 

帰
っ
て
き
た
よ
、
彼
が
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

（ 
 

イ 
 

） 

⑥ 

海
が
怒
っ
て
い
る
。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

（ 
 

キ 
 

） 

⑦ 

大
き
な
大
き
な
お
城
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 

 

（ 
 

ウ 
 

） 

⑧ 

自
分
の
意
志
を
貫
く
、
誰
に
反
対
さ
れ
よ
う
と
。 

（ 
 

イ 
 

） 

⑨ 

教
室
か
ら
聞
こ
え
る
男
の
子
た
ち
の
声
。 

 
 

 

（ 
 

ア 
 

） 

⑩ 

雲
が
泣
い
て
い
る
。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

（ 
 

キ 
 

） 

 

ア 

体
言
止
め 

 

イ 

倒
置
法 

 

ウ 

反
復
法 

 

エ 

省
略
法 

オ 

直
喩 

 
 

 

カ 

隠
喩

い

ん

ゆ 
 
 

キ 

擬
人
法 

 

国
語 

 

八
―
二 

 
中
学
校
第
一
学
年
の
内
容 

表
現
技
法
② 

 

 
 
 
 
 
 

年 
 
 
 

組 
 
 
 

番 

名
前 

取
り
組
ん
だ
日 

 
 

月 
 
 

日 



 

 

次
の
文
中
の
擬
音
（
声
）
語
・
擬
態
語
の
部
分
に
線
を
引
き
ま
し
ょ
う
。 

 

① 

雨
が
ザ
ー
ザ
ー
降
っ
て
き
た
。 

 

② 

ス
ズ
メ
が
チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
鳴
い
て
い
る
。 

 

③ 

壁
を
ど
ん
ど
ん
た
た
く
音
が
す
る
。 

 

④ 

穴
の
中
に
、
手
が
す
る
り
と
入
っ
た
。 

 

⑤ 

お
む
す
び
が
、
こ
ろ
こ
ろ
と
転
が
っ
て
い
き
ま
し
た
と
さ
。 

 

⑥ 

子
犬
が
ワ
ン
ワ
ン
と
鳴
い
て
い
る
。 

 

 

⑦ 

糸
を
ピ
ー
ン
と
張
る
。 

 

⑧ 

雲
が
ふ
わ
ふ
わ
と
た
だ
よ
っ
て
い
る
。 

 

⑨ 

目
の
前
が
ぐ
る
ぐ
る
と
回
る
よ
う
だ
っ
た
。 

 

⑩ 

北
風
が
ぴ
ゅ
ー
ぴ
ゅ
ー
吹
い
て
い
ま
す
。 

国
語 

 

八
―
三 

 
中
学
校
第
一
学
年
の
内
容 

表
現
技
法
③ 

 

 
 
 
 
 
 

年 
 
 
 

組 
 
 
 

番 

名
前 

取
り
組
ん
だ
日 

 
 

月 
 
 

日 



次
の
文
を
指
示
通
り
に
書
き
直
し
ま
し
ょ
う
。

倒
置
法
を
使
う

①

そ
ん
な
こ
と
は
、
や
め
ろ
。

（
や
め
ろ
、
そ
ん
な
こ
と
は
。
）

②

遊
園
地
へ
行
こ
う
よ
。

（
行
こ
う
よ
、
遊
園
地
へ
。）

③

東
京
に
、
明
日
帰
る
よ
。

（
明
日
帰
る
よ
、
東
京
に
。）

直
喩
で
表
現
す
る

④

山
が
笑
っ
て
い
る
。

（
ま
る
で
山
が
笑
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
）

⑤

海
が
怒
っ
て
い
る
。

（
ま
る
で
海
が
怒
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
）

⑥

彼
女
は
僕
の
女
神
だ
。

（
彼
女
は
僕
に
と
っ
て
ま
る
で
女
神
の
よ
う
だ
。）

隠
喩

い

ん

ゆ

で
表
現
す
る

⑦

君
は
ま
る
で
太
陽
の
よ
う
だ
。

（
君
は
太
陽
だ
。）

⑧

そ
こ
は
ま
る
で
楽
園
の
よ
う
だ
っ
た
。

（
そ
こ
は
楽
園
だ

）。

体
言
止
め
に
す
る

⑨

あ
の
人
の
声
は
と
て
も
大
き
い
。

（
と
て
も
大
き
い
あ
の
人
の
声
。）

⑩

彼
女
の
笑
顔
は
と
て
も
す
て
き
だ
。

（
と
て
も
す
て
き
な
彼
女
の
笑
顔
。
）

国
語

八
―
四 

中
学
校
第
一
学
年
の
内
容 

表
現
技
法
④

年

組

番

名
前

取
り
組
ん
だ
日 

月

日

っ
た




